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② 
近
世
初
期
の
古
文
書 

―
土
地
関
係
の
帳
面
― 

 

※
太
閤
検
地 

 

豊
臣
秀
吉
が
全
国
的
に
行
っ
た
土
地
の
調
査
（
検
地
）
を
太
閤

た

い

こ

う

検
地

け

ん

ち

と
い
い
ま
す
。 

 

秀
吉
は
、
土
地
や
米
を
測
る
基
準
と
な
る
長
さ
・
面
積
・
体
積
の
単
位
を
全
国
で
統
一
し
ま
し
た
。
原
則
と
し
て
一
間

の
長
さ
を
六
尺
三
寸
に
定
め
、
一
間
四
方
の
面
積
を
一
歩
と
し
、
三
〇
歩
＝
一
畝
、
一
〇
畝
＝
一
反
と
し
ま
し
た
。 

 

太
閤
検
地
で
は
、
田
畑
一
筆
ご
と
に
上
・
中
・
下
な
ど
の
等
級
を
決
め
、
等
級
ご
と
に
斗
代

と

だ

い

（
石 こ

く

盛 も

り

）
と
い
う
米
の
基

準
量
（
体
積
）
を
定
め
、
面
積
に
斗
代
を
掛
け
算
し
て
石
高

こ

く

だ

か

を
算
出
し
ま
し
た
。
石
高
は
全
国
的
な
統
一
基
準
と
し
て
近

世
社
会
全
般
の
基
本
原
理
と
な
り
、
百
姓
の
年
貢
負
担
や
武
士
の
領
地
配
分
・
軍
役
負
担
の
基
準
と
し
て
も
用
い
ら
れ
ま

し
た
。 

検
地
に
よ
る
調
査
結
果
を
記
録
し
た
帳
面
を
検
地
帳
と
い
い
、
土
地
一
筆
ご
と
に
、
小
字
名
、
土
地
の
種
別
と
等
級
、

石
高
、
面
積
、
名
請
人

な

う

け

に

ん

（
所
有
者
）
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

山
城
国
南
部
で
は
、
太
閤
検
地
や
江
戸
初
期
の
検
地
で
作
成
さ
れ
た
検
地
帳
が
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
お
ら
ず
、
検
地
の

実
態
は
よ
く
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
う
し
た
な
か
、
近
年
、
山
田
地
区
で
検
地
や
土
地
に
関
す
る
重
要
な
新
資
料
が
発

見
さ
れ
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。 

 

№
２ 山

田
村

や
ま
だ
む
ら

検
地
帳

け
ん
ち
ち
ょ
う 天

正
十
七
（
一
五
八
九
）
年 

個
人
蔵 

  

豊
臣
秀
吉
が
行
っ
た
太
閤
検
地
の
際
に
作

成
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
検
地
帳
が
町
内
の

旧
家
か
ら
発
見
さ
れ
ま
し
た
。 

検
地
帳
の
前
後
は
欠
落
し
て
い
ま
す
が
、

付
属
資
料
（
括
り
付
け
ら
れ
た
紙
片
）
の
記

載
（
次
頁
参
照
）
や
、
帳
面
の
内
容
か
ら
み

て
、
天
正
十
七
（
一
五
八
九
）
年
の
山
田
村

の
太
閤
検
地
帳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

山
城
国
で
は
天
正
十
二
年
・
同
十
三
年
・

同
十
七
年
な
ど
に
太
閤
検
地
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
が
、
南
山
城
（
宇
治
川
以
南
の
久
世
・

綴
喜
・
相
楽
三
郡
）
で
は
、
こ
れ
ま
で
太
閤

検
地
帳
が
ほ
と
ん
ど
確
認
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
重
要
な
発
見
で
す
。 

  

1丁表 86丁裏（記載末尾） 

 

年
月
を
記
す
紙
片
が
括
り
付
け
ら
れ
て
い
た
綴
じ
ひ
も 
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検
地
帳
の
表
紙
右
下
の
綴
じ
ひ
も
（
前
頁
写
真
の
矢
印
部
分
）

に
一
枚
の
紙
片
（
写
真
上
）
が
括
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

紙
片
の
上
端
は
欠
損
し
、
元
号
の
一
文
字
目
は
切
れ
て
い
ま

す
が
、
元
号
の
二
文
字
目
が
「
正
」
で
、
干
支
が
「
丑
」
で
あ

る
「
拾
七
年
」
は
、
天
正
十
七
（
一
五
八
九
）
年
し
か
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
紙
片
の
料
紙
や
書
体
は
、
検
地
帳
本
体
と
同
様

に
、
近
世
初
期
の
も
の
と
み
て
問
題
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

  

こ
の
検
地
帳
は
、
前
後
が
欠
け
て
お
り
、
村
名
も
記
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
小
字
名
か
ら
山
田
村
（
現
在
の
大
字
山
田
。

狭
義
の
山
田
村
）
の
検
地
帳
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。
左
の
写
真
は
、
字
「
木
戸
か
わ
き
」
（
現
在
の
喜
殿
脇
）
の

一
部
分
で
す
。
当
時
、
字
「
木
戸
か
わ
き
」
に
は
、
山
田
村
の
う
ち
「
中
村
」・「
そ
わ
」（
相
和
）・「
谷
」（
樋
ノ
谷
か
？
）

各
集
落
の
住
人
や
、
西
隣
の
乾
谷
村
の
住
人
が
所
持
す
る
田
畑
が
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

こ
の
検
地
帳
で
は
、
土
地
一
反
あ
た
り
の
年
貢
米
の
基
準
上
限
量
（
ま
た
は
米
の
基
準
生
産
量
）
で
あ
る
斗
代
（
石
盛
）

は
、
基
本
的
に
、
上
田
一
石
四
斗
、
中
田
一
石
二
斗
、
下
田
一
石
、
上
畑
一
石
三
斗
、
中
畑
一
石
、
下
畑
九
斗
、
屋
敷
一

石
三
斗
で
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
の
基
準
値
と
は
異
な
る
斗
代
（
石
盛
）
の
土
地
も
多
く
み
ら
れ
ま
す
。 

   

 

木
戸
か
わ
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

乾
谷 

上
田 

七
畝
廿
分 

 
 

壱
石
七
升
四
合 

 
 

新
右
衛
門
尉 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

中
村
ノ 

上
田 

五
畝
十
分 

 
 

七
斗
四
升
七
合 

 
 

与
七 

同 上
田 

三
畝
六
分 

 
 

四
斗
四
升
八
合 

 
 

小
二
郎 

同 上
田 

六
畝
七
分 

 
 

八
斗
七
升
三
合 

 
 

同
人 

同 中
田 

五
畝
十
一
分 

 

六
斗
四
升
四
合 

 
 

又
二
郎 

同 上
田 

四
畝 

 
 
 
 

五
斗
六
升 

 
 
 
 

同
人 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

乾
谷 

上
田 

九
畝 

 
 
 
 

壱
石
八
升 

 
 
 
 

孫
六 

同 上
田 

四
畝
四
分 

 
 

六
斗
七
升
二
合 

 
 

新
大
夫 

同 中
田 

二
畝
廿
分 

 
 

三
斗
二
升 

 
 
 
 

左
近
五
郎 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

谷 

中
田 

六
畝 

 
 
 
 

七
斗
二
升 

 
 

○ 

又
五
郎 

同 下
畑 

三
畝 

 
 
 
 

二
斗
七
升 

 
 
 
 

甚
左
衛
門
尉 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

そ
わ
ノ 

下
畑 

十
二
分 

 
 
 

三
升
六
合 

 
 

○ 

孫
一 

 

□
正
拾
七
年
丑
ノ 

九
月
吉
日

（

カ

） 
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№
３ 山

城

や
ま
し
ろ

山
田

や

ま

だ

東
郷

ひ
が
し
ご
う

永 え
い

川 か
わ

成 な
り

帳
ち
ょ
う 

慶
長
一
四
（
一
六
〇
九
）
年 

個
人
蔵 

 
 
 

 
 
 

 

「
山
田
東
郷
」
の
う
ち
水
害
に
よ
っ
て
田
畑
か
ら
川
に
変
化
し
回
復
の
見
込
み
が
な
い
土
地
を
書
き
上
げ
た
帳
面
で
、

江
戸
初
期
に
山
田
郷
を
治
め
た
細
川
幽
斎
（
熊
本
藩
主
細
川
氏
の
祖
）
に
提
出
さ
れ
た
帳
面
の
控
で
す
。
江
戸
初
期
の
領

主
（
細
川
幽
斎
）
と
領
地
（
山
田
郷
）
の
関
係
を
示
す
貴
重
な
資
料
で
す
。 

帳
面
に
よ
る
と
、
「
山
田
東
郷
」
で
は
回
復
が
見
込
め
な
い
被
害
の
激
し
い
荒
地
（
「
永 え

い

荒 あ

れ

」
）
が
一
七
六
石
余
り
、
今

年
荒
地
と
な
っ
た
土
地
（「
当
荒

と

う

あ

れ

」）
が
一
五
石
余
り
も
あ
り
、
当
時
甚
大
な
水
害
が
発
生
し
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。 

 

当
時
は
山
田
・
乾
谷
・
柘
榴
の
三
村
を
合
わ
せ
て
「
山
田
郷
」
と
か
「
山
田
村
」
と
呼
び
ま
し
た
（
＝
広
義
の
山
田
村
）。

永
川
成
帳
に
記
さ
れ
た
小
字
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
山
田
東
郷
」
と
は
現
在
の
大
字
山
田
（
＝
狭
義
の
山
田
村
）
を
指
す

も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

                           

 

（
表
紙
） 

（
貼
紙
異
筆
） 

 

「
く 

 
 

慶
長
十
四
年
酉 

 
 

十
七
」 

 
 

 

山
城
山
田
東
郷
永
川
成
帳 

  
 
 
 
 

 

十
二
月
吉
日 

 

ふ
る
川 

 

田
一
反
十
二
分 

 

一
石
四
斗
五
升
六
合 

 
小
二
郎 

同 

 

田
一
畝
廿
二
分 

 

弐
斗
八
合 

 
 
 
 
 

彦
一 

同 

 

田
一
反
六
畝 

 
 

一
石
六
斗
九
升 

 
 
 

同
人 

同 

田
六
畝
十
五
分 

 

六
斗
五
升 

 
 
 
 

 

甚
大
夫 

同 

田
三
畝
六
分 

 
 

三
斗
二
升 

 
 
 
 

 

又
大
夫 

同 

田
一
畝 

 
 
 
 

壱
斗 

 
 
 
 
 
 

 

同
人 

ふ
る
川 

田
一
畝
廿
七
分 

 

弐
斗
二
升
八
合 

 
 

 

又
大
夫 

同 

田
八
畝
十
二
分 

 

八
斗
七
升
六
合 

 
 

 

甚
左
衛
門 

と
り
か
は
や
し 

 

田
四
畝 

 
 
 
 

五
斗 

 
 
 
 
 
 
 

ぬ
し
な
し 

同 

田
五
畝 

 
 
 
 

六
斗 

 
 
 
 
 
 
 

ぬ
し
な
し 

同 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ひ
ノ
口 

田
二
分 

 
 
 
 

九
合
二
勺 

 
 
 
 
 

甚
三
郎 

同 

田
六
畝
二
分 

 
 

六
斗
六
升
六
合
六
勺 

 

源
三
郎 
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細
川

ほ
そ
か
わ 

幽ゆ
う

斎さ
い 

（
一
五
三
四
～
一
六
一
〇
） 

 

戦
国
時
代
か
ら
江
戸
初
期
の
武
将
。
肥
後
国
熊
本
藩
主
細
川
家

の
祖
。
本
名
は
藤
孝
。 

関
ヶ
原
の
合
戦
で
は
、
東
軍
（
徳
川
方
）
に
属
し
、
丹
後
田
辺

城
（
舞
鶴
市
）
に
籠
城
し
て
西
軍
を
引
き
留
め
る
功
績
を
果
た
し

ま
し
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
文
芸
に
通
じ
た
文
化
人
で
も
あ
り
、
と
り

わ
け
和
歌
に
秀
で
、
古
今
和
歌
集
に
関
す
る
秘
説
を
授
け
ら
れ
て

い
ま
す
（
古
今

こ

き

ん

伝
授

で
ん

じ
ゅ

）。 

慶
長
七
（
一
六
〇
二
）
年
、
精
華
町
内
の
「
山
田
郷
」
が
幽
斎

の
所
領
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
「
山
田
郷
」
と
は
山
田
・
乾
谷
・

柘
榴
の
三
村
の
こ
と
で
、
三
村
を
ま
と
め
て
「
山
田
村
」
と
よ
ぶ

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。 

当
時
の
幽
斎
は
、
子
の
忠
興
の
所
領
が
あ
っ
た
九
州
と
京
都
と

を
往
復
し
、
京
都
滞
在
中
は
朝
廷
・
寺
社
関
係
者
ら
と
文
化
交
流

を
深
め
て
い
ま
し
た
。 

「
永
川
成
帳
」
が
提
出
さ
れ
た
翌
年
の
慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）

年
八
月
、
幽
斎
は
京
都
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。
享
年
七
十
七
歳
。 

         

 

百
七
拾
六
石
五
斗
七
升
八
合
五
勺 

 
 

永
荒 

七
石
六
斗
九
升
七
合
三
勺 

 
 
 
 
 

当
荒 

二
口
合
百
八
拾
四
石
弐
斗
七
升
五
合
八
勺 

又
七
石
三
斗
六
升
一
合 

 
 
 
 

当
荒 

 

三
口
合
百
九
拾
壱
石
六
斗
三
升
七
合
（
マ
マ
） 

 
 
 
 
 

幽
斎
様
へ
上
申
候 

 

と
め 

 

   

徳
川
家
康
が
細
川
幽
斎
に
山
田
村
等
を
所
領
に
与
え
た
文
書 

（『
細
川
家
記
』
五 

所
収
） 

   
 

相
渡
申
御
知
行 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

下
山
城
内 

一
九
百
四
拾
七
石
六
斗
三
升 

 
 
 
 

灰
方
六
ヶ
村
之
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

一
四
拾
七
石
壱
斗
弐
升 

 
 
 
 
 
 

下
三
柄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

上
山
城
内 

一
千
五
石
弐
斗
五
升 

 
 
 
 
 
 
 

山
田
郷 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

丹
波
之
内 

一
八
百
七
拾
三
石
七
斗
四
升 
 
 
 
 

物
之
部
之
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

一
百
六
石
壱
斗
三
升
四
合 

 
 
 
 
 

上
村 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

同 

一
弐
拾
石
壱
斗
弐
升
六
合 

 
 
 
 
 

又
林
之
内 

合
三
千
石 

右
分
御
所
務
可
被
成
候
、
御
朱
印
重
而
申
請
可
進
候
者
也
、 

 
 

（
慶
長
六
年
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
長
安
） 

 
 
 

丑
十
二
月
廿
九
日 

 
 
 
 

大
久
保
十
兵
衛 
判 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

（
正
次
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

加
藤
喜
左
衛
門 

判 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

（
忠
次
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

伊
奈
備
前
守 

判 

（
長
岡
幽
斎
） 

 
 
 

玄
旨
様 

 
 
 
 
 
 

参 

  

山
城
国
久
世
郡
灰
方
村
九
百
四
拾
七
石
六
斗
三
升 

同
紀
伊
郡
下
三
栖
之
内
四
拾
七
石
壱
斗
弐
升 

同
相
楽
郡
山
田
村
千
五
石
弐
斗
五
升 

丹
波
国
何
鹿
之
郡
物
之
部
之
内
八
百
七
拾
三
石
七
斗
四
升 

同
桑
田
郡
上
村
百
六
石
壱
斗
三
升
四
合 

又
林
之
内
弐
拾
石
壱
斗
弐
升
六
合 

 

合
三
千
石
之
事
、
全
可
被
領
知
者
也
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

家
康
公 

 
 
 

慶
長
七
年
九
月
廿
五
日 

 
 
 
 
 
 
 

御
黒
印 

（
長
岡
） 

幽
斎 

天授庵所蔵 細川幽斎像（部分） 
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№
４ 山

田

や

ま

だ

本
郷

ほ
ん
ご
う

毛 け

見
帳

み
ち
ょ
う 

丑
年
（
慶
長
十
八
〔
一
六
一
三
〕） 

個
人
蔵 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

検
見

け

み

（
毛
見
）
と
は
、
稲
の
作
柄
を
検
分
す
る
こ
と
で
す
。 

 

検
見
を
行
っ
た
二
人
の
う
ち
稲
田
孫
右
衛
門
は
木
津
の
郷
士
で
す
。
慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年
の
大
坂
冬
の
陣
の
際
、

稲
田
の
屋
敷
は
一
時
藤
堂
高
虎
の
陣
所
と
な
り
、
大
坂
へ
向
か
う
徳
川
家
康
も
立
ち
寄
っ
て
い
ま
す
（
『
木
津
町
史
』
本

文
篇
、
五
五
二
～
五
五
五
頁
）。
こ
の
毛
見
帳
に
よ
っ
て
、
大
坂
の
陣
の
前
年
に
稲
田
が
「
山
田
本
郷
」
の
検
見
を
行
っ

た
こ
と
が
分
か
り
、
当
時
の
こ
の
地
域
の
支
配
や
稲
田
の
職
務
を
考
え
る
う
え
で
貴
重
な
史
料
で
す 

毛
見
帳
に
記
載
さ
れ
た
小
字
か
ら
判
断
す
る
と
、
「
山
田
本
郷
」
と
は
、
№
３
の
「
山
田
東
郷
」
と
同
様
、
現
在
の
大

字
山
田
（
＝
狭
義
の
山
田
村
）
を
指
し
て
い
ま
す
。 

 

 

（
表
紙
） 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
冊
之
内 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
異
筆
） 

 
 
 

山
田
本
郷
毛
見
帳 

 

「
ふ
」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

稲
田
孫
右
衛
門 

 
 
 
 
 

丑
九
月
廿
四
日 

 

丑
ノ
取 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

 
 

中
村
勝
兵
衛 

□
合
三
百
八
十
壱
石
四
斗
六
升
四
合
四
勺 

 

 

ふ
か
の 

拾
三
部 

 
 
 

皆
四
升
三
合 

 
 
 
 
 

源
五 

同 廿
部 

 
 
 
 

無
中
六
升
五
合 

 
 
 
 

同
人 

同 三
セ
部 

 
 
 

皆
三
斗 

 
 
 
 
 
 
 

甚
左
衛
門 

ひ
の
谷 

六
セ
部 

 
 
 

同
七
斗
六
升 

 
 
 
 
 

半
右
衛
門 

同 六
セ
部 

 
 
 

無
中
七
斗
六
升 

 
 
 
 

同
人 

  
 

（
中
略
） 

 

ふ
か
の
谷 

壱
段
三
畝
歩 

皆
損
壱
石
三
斗
ハ 

 
 
 
 

ま
わ
り
作 

同 壱
段
弐
畝
廿
八
歩 

同
壱
石
五
斗
五
升
弐
合 

砂
入 

以
上 

 
 

無
中
米
合
四
石
八
斗
四
升
八
合 

 
 

無
下
米
合
七
石
五
升
弐
合 

  
 

皆
損
米
合
拾
四
石
六
斗
九
升
六
合 

以
上
三
口
合
弐
拾
六
石
五
斗
九
升
六
合 

 
 
 
 
 
 

以
上 
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№
５ 上

山
城

か
み
や
ま
し
ろ

□
□（

□村
）

御 お

預
り

あ
ず
か
り

所 し
ょ

検
見
帳

け
み
ち
ょ
う 

慶
長
十
九
（
一
六
一
四
）
年 

個
人
蔵 

 
 
 

 
 
 

 
 

  

表
紙
が
破
損
し
、
村
名
の
部
分
が
欠
け
て
い
ま
す
が
、
記
載
さ
れ
る
小
字
名
の
な
か
に
、
山
田
の
小
字
「
な
か
ひ
つ
」

（
長
櫃
）・「
や
な
き
谷
」（
柳
谷
）・「
と
り
の
は
や
し
」（
鳥
ヶ
林
）、
乾
谷
の
小
字
「
か
ま
か
谷
」（
鎌
ヶ
谷
）・「
西
谷
」・

「
さ
か
も
と
」（
坂
本
）・「
長
谷
」・「
大
く
つ
れ
」（
大
崩
）・「
谷
々
」・「
三
平
谷
」、
柘
榴
の
小
字
「
む
か
い
」（
向
井
）
・

「
七
条
」
な
ど
の
地
名
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
山
田
郷
三
村
（
＝
広
義
の
山
田
村
）
の
検
見
帳
で
あ
る
と
判
断
さ

れ
ま
す
。 

慶
長
十
五
（
一
六
一
〇
）
年
の
細
川
幽
斎
の
死
後
、
山
田
郷
は
「
御
預
り
所
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。 

 

 

（
表
紙
） 

 
 
 
 
 
 

慶
長
拾
九
年 

（
異
筆
朱
書
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
不
用 

 

五
号
」 

 

（
村
） 

 

上
山
城
□
□
□
御
預
り
所
検
見
帳 

  
 
 
 
 

刁 
 
 
 
 
 

坂
田
孫
兵
衛 

 
 
 
 
 
 

九
月
廿
六
日 

三
澤
角
左
衛
門 

植
野
理
右
衛
門 

 

 

に
し
谷 

上
田
七
畝
拾
一
歩 

壱
石
三
升
一
合
六
勺 

 

与
九
郎 

七
条 

下
田
五
畝
拾
三
歩 

五
斗
四
升
三
合
三
勺 

 

与
次
郎 

同
所 

下
田
拾
弐
歩 

 
 

四
升 

 
 
 
 
 
 
 

源
六 

ひ
か
し
谷 

下
田
三
畝
八
歩 

 

三
斗
弐
升
六
合
四
勺 

 

源
三
郎 

同
所 

下
田
壱
畝
廿
弐
歩 

壱
斗
七
升
三
合
六
勺 

 

与
六 

西
山 

下
田
壱
畝 

 
 
 

壱
斗 

 
 
 
 
 
 
 

才
二
郎 

い
な
は
の
下 

中
田
弐
畝 

 
 
 

弐
斗
四
升 

 
 
 
 
 

又
四
郎 

同
所 

中
田
六
歩 

 
 
 

弐
升
四
合 

 
 
 
 
 

又
六 

 

分
米
合
四
拾
石
九
斗
壱
升
四
合
当
荒
分 
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№
６ 吐

師
は

ぜ

村 む
ら

之 の

内 う
ち

山
田

や

ま

だ

出
作

で

さ

く

帳
ち
ょ
う 

寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年 

個
人
蔵 

 
 
 

 
 

 
 

 

こ
の
帳
面
に
は
、
山
田
村
の
百
姓
が
隣
の
吐
師
村
（
木
津
川
市
）
で
所
持
す
る
田
地
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

江
戸
時
代
初
期
の
吐
師
村
は
、
京
都
所
司
代
板
倉
重
宗
の
弟
で
あ
る
重
昌
の
所
領
で
し
た
（『
木
津
町
史
』
本
文
篇
五

六
八
頁
）
。
寛
永
七
（
一
六
三
〇
）
年
に
は
、
同
じ
相
楽
郡
内
の
平
尾
村
（
木
津
川
市
）
や
林
村
（
同
）
な
ど
で
板
倉
重

宗
に
よ
る
検
地
が
実
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
（『
山
城
町
史
』
史
料
編
四
一
三
、
四
二
五
頁
）、
吐
師
村
で
も
検
地
が
行

わ
れ
、
こ
の
出
作
帳
が
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

 

（
表
紙
） 

 
 
 

寛
永
七
年 

（
異
筆
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
け
」 

  

吐
師
村
之
内
山
田
出
作
帳 

   
 
 

午
八
月
廿
一
日 

御
検
地
帳
写 

 

 

い
し
た 

上
田
弐
畝
九
歩 

 

三
斗
二
升
弐
合 
 

宗
三
郎 

同
所 

上
田
八
畝
拾
歩 

 
壱
石
壱
斗
二
升 

 

同
人 

同
所 

上
田
壱
畝
六
歩 

 

壱
斗
六
升
八
合 

 

同
人 

同
所 

上
田
三
畝
廿
歩 
 

五
斗
壱
升
三
合 

 

九
右
衛
門 

同
所 

上
田
三
畝
弐
歩 

 

四
斗
弐
升
九
合 

 
同
人 

同
所 

上
田
五
畝
廿
四
歩 

八
斗
壱
升
弐
合 

 

源
助 
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№
７ 山

城
国

や
ま
し
ろ
の
く
に

山
田
村

や
ま
だ
む
ら

名
寄
帳

な
よ
せ
ち
ょ
う 

正
保
二
（
一
六
四
五
）
年 

個
人
蔵 

 
 
 

 
 

 
 

  

名
寄
帳
と
は
、
土
地
一
筆
ご
と
の
面
積
や
石
高
を
所
有
者
別
に
寄
せ
集
め
て
記
載
し
た
帳
面
で
す
。 

こ
の
名
寄
帳
の
最
後
に
は
、
合
計
四
三
五
・
七
九
七
石
、
〇
・
九
二
三
石
不
足
と
の
記
事
が
あ
り
ま
す
。
両
者
を
合
算

す
る
と
、
山
田
村
（
＝
狭
義
の
山
田
村
。
現
在
の
大
字
山
田
）
の
う
ち
旗
本
大
岡
氏
領
の
石
高
四
三
六
・
七
二
石
（
享
保

十
四
〔
一
七
二
九
〕
年
「
山
城
国
各
村
領
主
別
石
高
表
」『
史
料
京
都
の
歴
史
』
三
）
と
一
致
し
ま
す
。 

旗
本
大
岡
氏
は
、
寛
永
十
（
一
六
三
三
）
年
か
ら
明
暦
二
（
一
六
五
六
）
年
の
あ
い
だ
複
数
回
に
分
け
て
、
相
楽

そ

う

ら

く

郡
に

お
い
て
一
八
〇
〇
石
の
所
領
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
（『
寛
政
重
修
諸
家
譜
』）。
こ
れ
は
祝
園
・
植
田
・
山
田
・
吐
師

は

ぜ

（
木

津
川
市
）・
相
楽

さ

が

な

か

（
同
）
の
五
か
村
で
す
。 

こ
の
名
寄
帳
は
、
山
田
村
の
一
部
が
旗
本
大
岡
氏
領
と
な
っ
た
こ
と
を
受
け
、
大
岡
領
の
田
畑
・
屋
敷
地
を
確
定
し
た

際
に
作
ら
れ
た
台
帳
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

 

（
表
紙
） 

（
年
） 

 
 

正
保
弐
□ 

（
貼
紙
異
筆
） 

「
十
八 

ま 

」 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

山
城
国
山
田
村
名
寄
帳 

   
 

正
月
［ 

 

］ 

 

 

道
ノ
下 

 
 
 
 
 

荒 

中
田
壱
畝
拾
八
歩 

 

壱
斗
九
升
弐
合 

 
 

孫
六 

同
所 

 
 
 
 

 
 
 
 

荒 

上
田
六
畝
拾
弐
歩 

 

八
斗
九
升
六
合 

 
 

同
人 

同
所 

 
 
 
 
 
 

荒 

上
田
弐
段
壱
畝
拾
歩 

弐
石
九
斗
八
升
六
合 

同
人 

 

合
四
石
七
升
四
合
七
勺 

 

ア
レ 

 
（
付
紙
） 

「
二
口
以
九
斗
三
升
四
合
ぬ
し
な
し 

 

□
正
月
十
六
日
ニ 

 

右
合
四
百
三
十
五
石
七
斗
九
升
七
合
か 

 
 
 

引
〆
九
斗
二
升
三
合
た
ら
す 

 

か
ミ
か
す
百
十
三
ま
い
有
、
但
上
か
ミ
共
ニ 

 
 
 
 

右
は
り
か
ミ 

 
 
 
 
 
 

五
ツ
在
り 

 
 
 
 
 
 
 

」 


